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DINGHY ASSOCIATION




	報 告 者
	クラブ　広島セーリングスクール　学年　　中3　氏名　槇原　豪  

	大 会 名
	ＩＯＤＡアジア大会

	開 催 地
	シンガポール

	大 会 期 間
	７月２２日　から７月３１日まで

	セールNo
	ＪＰＮ3144
	最 終 順 位　　　95位
	


	気温、水温

ウエアについて
	海パンとラッシュガードさえあれば用は足りました。
気温、水温は日本とさほど違いはありませんでした。

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	波がチョッピーで難しかった。


	　セッティングで

注意したこと
	ラフのテンションを少し強めにして波に負けないようにした。

	　セーリングで

　注意したこと
	体をきちんと使って波に当たらないように気を付けた。

フリーで積極的にサーフィングをすること

	　海上で練習した

こと
	スピード練習

	　実際のスベリは

　どうでしたか？
	あせってしまい何も出来なくなってしまいあまりすべらなかった。

	　スタートは、

　どうでしたか？
	有利なエンドや真ん中は混雑していて早めに並んで周りより少し高い位置にいればよかった。
だが周りが混雑しているとスタートはがんばっても出れなかった。

	　コース戦略は

　どうでしたか？
	フレに気を付けながらブローを見ることが大切だったが少しでも遅れてしまうとヘッダーを走る事になり負けてしまった。またどちらかに突っ込んでも勝てなかった。

	　自分より上位の

　選手との違いは？
	クローズのスピード
上に行くとき内に寄せて走って行くこと。

フリーでのスピード‘（サーフィングが他の人は上手だった。）

	　国内の練習で

　役立ったこと
	全て。
とにかく乗るしかないと思いました。

	　国内の練習で

　足りなかったこと
	フリー（サーフィングの練習）
スタート（混雑した中でのスタート）

精神面でのトレーニング

	　印象に残った

外国選手は？
	ＳＩＮの選手は全体的にみんな早かった

	　今後の課題と

　目標は？
	あせらず冷静にレースが出来るようにすること
次のクラスでがんばります。

	　ＪＯＤＡへの要望
	特になし。

	その他

来年参加者への

アドバイス等何でも
	スピードが大事（コースが良くてもスピードがないと勝てない）
海外の選手はレベルが高くて順位が上げられなくてとても苦しいレースになった。

今回海外のレースに参加してとてもよい経験になりました。

とても楽しかったです。

ありがとうございました。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

